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博士論文 
【平成 30 年度】 

 野倉 吉彦：環状アセタール構造を有する生物活性天然物の合成研究 

【令和 2 年度】 

 新木 悠介：ステロイド系天然物 Physalin 類の合成研究 

 渡邉 正悟：強心ステロイド類の新規合成法の開発 

【令和 3 年度】 

 宮坂 忠親：ロリトレム類の AB 環生合成機構の解明とテトロドトキシン推定生合成中間体の合成研究 

中根 嘉祈：海産アルカロイド Chartelline C の合成研究 

 

修士論文 
【令和元年度】 

 伊藤 晋作：α-C-Mannosyltryptophanの合成研究 

 柴田 将貴：プルミスクレリン A の合成研究 
 立松 怜史：ジャガイモシスト線虫孵化促進物質ソラノエクレピン A の合成研究 
 二木 美咲：天然物の生合成を模倣した全合成研究 

松村 泰志：強心作用を有する 19-ノルステロイドの新規合成法の開発 

 山口 将司：テルペンインドールアルカロイド類の合成研究 
【令和 2 年度】 

 河合 真穂：構造決定を目的としたウミヤツメのフェロモン様物質 petromyzestrosterol の合成研究 
 土橋 一耀：ホタルルシフェリン one-pot 合成 

【令和 3 年度】 

 多湖 光佑：生合成を模倣したノル-3,4-セコトリテルペノイドの A 環部分の構築 
 丹台 剛太朗：クランベシン Bメチルエステルの新規合成法の開発 
 西海 眞史：テトロドトキシンの推定生合成中間体 Tb-210B、Tb-226、Tb-242C、Tb-258 の全合成 

波田 航平：アプリシアトキシン・オシラトキシン類縁体の網羅的合成法の開発 
 

卒業論文 
【令和元年度】 
 Tieu Dang Lan：The Study on Property of Novel Cytokinins Produced by Rhodococcus fascians 

 丹台 剛太郎：クランベシン B の合成研究 
 西海 眞史：テトロドトキシンの推定生合成中間体の合成研究 
 波田 航平：アプリシアトキシンの合成研究 

【令和 2 年度】 
 浅野 耕太：9 員環エンジイン構造の新規合成法の研究 

 竹本 亜矢：cis-Zeatin側鎖の推定前駆体の合成 
 平本 将也：テトロドトキシン生合成推定中間体の合成研究 

宮津 伶奈：イネのアレロパシー物質モミラクトン B の合成研究 

【令和 3 年度】 



 

 大岡 左枝：ネペタラクトール関連化合物の配糖体の合成研究 
 加藤 まりあ：ホタルルシフェリンの one-pot 合成研究 
 森下 真菜：Aplysiatoxin の鎖状アナログの合成研究 

 

進路 
平成 30 年度 ［後期］エーザイ（株）、住友化学（株）、OAT アグリオ（株） 
(2018 年度) ［前期］塩野義製薬（株）、小松開発工業（株）、日本触媒（株）、 
    日本曹達（株）、全国農業協同組合連合会 
 ［学士］博士課程（前期課程）進学 
令和元年度 ［前期］博士課程（後期課程）進学、山田化学工業（株）、旭化成（株）、 
(2019 年度) 花王（株）、サンスター（株）、キリンホールディングス（株） 
 ［学士］博士課程（前期課程）進学 
令和 2 年度 ［後期］日本たばこ産業 (JT)、岐阜大博士研究員（その後、静岡県大特任助教） 
(2020 年度) ［前期］東洋合成工業株式会社、名古屋市公務員、エスエスアルミ株式会社 
    ［学士］博士課程（前期課程）進学 
令和 3 年度 ［後期］名古屋大学助教 
(2021 年度) ［前期］日本化薬（株）、タキロンシーアイ（株）、フジミインコーポレーテッド（株）、

博士課程（後期課程）進学 
   ［学士］博士課程（前期課程）進学 
 
報 文  
(1) Miyasaka, T.; Adachi, M.; Nishikawa, T. Synthesis of the 8-Deoxy Analogue of 

4,9-Anhydro-10-hemiketal-5-deoxy-tetrodotoxin, a Proposed Biosynthetic Precursor of Tetrodotoxin. 

Org. Lett. 2021, 23, 9232-9236. (DOI: org/10.1021/acs.orglett.1c03565) 

(2) Araki, Y.; Hanaki, Y.; Kita, M.; Hayakawa, K.; Irie, K.; Nokura, Y.; Nakazaki, A.; Nishikawa, T. Total 

Synthesis and biological evaluation of oscillatoxins D, E, and F. Biosci. Biotechnol. Biochem. 2021, 85 

(6), 1371-1382. (DOI : https://doi.org/10.1093/bbb/zbab042) 

(3) Hanaki, Y., Araki, Y., Nishikawa, T., Yanagita, R. C.: Evaluation of the in vitro cytotoxicity of 

oscillatoxins E and F under nutrient-starvation culture conditions. Fundam. Toxicol. Sci. 2021, 8 (3), 

69-73. (DOI : https://doi.org.10.2131/fts.8.69) 

(4) Hanaki, Y., Araki, Y., Nishikawa, T., Yanagita, R. C.: Oscillatoxin E and Its C7 Epimer Show Distinct 

Growth Inhibition Profiles against Several Cancer Cell Lines. Heterocycles, 2021, 102 (12), 2353-2362. 

(5) Nakazaki, A.; Mouri, S.; Nakane, Y.; Ishikawa, Y.; Yamashira,M.; Nishikawa, T. The Synthesis of 

simplified analogues of crambescin B carboxylic acid and their inhibitory activity of voltage-gated 

sodium channels: new aspects of atructure-activity relationships. Heterocycles, 2021, in press 

(6) Hirata, Y.; Nakazaki, A.; Nishikawa, T. Synthesis of the eight-membered carbocycle of brachialactone by 

intramolecular Mizoroki-Heck reaction. Tetrahedron Lett. 2022, 90,153608  

(DOI : https://doi.org/10.1016/j.tetlet.2021.153608) 

(7) Ito, M.; Furukawa, R.; Yasukawa, S.; Sato, M.; Oyama, H.; Okabe, T.; Suo, R.; Sugita, H.; Takatani, T.; 
Arakawa, O.; Adachi, M.; Nishikawa, T.; Itoi, S. Local Differences in the Toxin Amount and Composition of 
Tetrodotoxin and Related Compounds in Pufferfish (Chelonodon patoca) and Toxic Goby (Yongeichthys 



 

criniger) Juveniles. Toxins, 2022, 14 (2) 150. (DOI : https://doi.org/10.3390/toxins14020150) 
 

その他の刊行物・記事 

(1) 西川俊夫、上野山怜子、宮崎雅雄：古くて新しい天然物化学の課題 ネコのマタタビ反応の謎を

解く。現代化学 2021, 5月号, 20-25. 

(2) 西川俊夫：追悼 上村大輔教授。現代化学 2021, 9月号 12. 

(3) 上野山怜子、西川俊夫、宮崎雅雄：ネコがマタタビに反応する生物学的意義の解明 マタタビ へ

の顔の擦り付けは蚊への化学防除を可能にする。化学と生物 2021, 59 (9), 435-440. 

(4) 上野山怜子、西川俊夫、宮崎雅雄：ネコのマタタビに対する特異的な反応は蚊に対する化学防御

効果を有する。AROMA RESEARCH 2021, 22 (2), 30-36. 

 
招待講演  

(1) 西川俊夫：有機合成を駆使して生命科学の課題解明に挑戦する-天然物サイエンスの勧め-。GTR
シリーズ講義 2021（オンライン）2021.5.27 

(2) Toshio Nishikawa: Toward collective synthesis of Hawaiian marine natural products. Interactive Seminar
（online）2021.8.28 

(3) 西川俊夫：生物機能の解明を目指した天然有機化合物の網羅的合成。 第 37 回有機合成化学セ

ミナー（オンライン）2021.9.15-2021.9.17 

(4) Toshio Nishikawa：Unifiefd synthesis of aplysiatoxin/ocillatoxins, Hawaiian marine natural products. 
New Frontier of chemical probes exploring biology and medicine. The international chemical congress 
of PACIFIC BASIN SOCIETIES 2021 (online) 2021.12.19 

(5) 西川俊夫：古くて新しい天然物化学の課題：ネコのマタタビ 反応の謎に挑戦する。中長期テー

マシンポジウム 「生物現象鍵物質の研究展開」 日本化学会第 102春季年会（2022）（オンライ

ン）2022.3.23 
 
学会発表  

(1) 伊藤正晟、古川理紗子、尾山輝、佐藤雅哉、周防玲、杉田治男、中東亮太、榊原良、安⽴昌篤、

⻄川俊夫、高谷智裕、荒川修、糸井史朗：琉球列島におけるフグ毒保有魚の稚魚期の毒性に 

する研究。第 21回マリンバイオテクノロジー学会（東京・オンライン）2021.5.15-2021.5.16 

(2) 尾山輝、岡部泰基、周防玲、杉田治男、安立昌篤、西川俊夫、糸井史郎：フグ毒保有生物オオ

ツノヒラムシの産卵生態に及ぼす水温の影響。令和 3 年度日本水産学会秋季大会（北海道）

2021.9.13-2021.9.16 

(3) 新木悠介、中崎敦夫、西川俊夫：ステロイド系天然物フィサリン類の合成研究-CDE 環の生合成

類似合成-。第 63回天然有機化合物討論会（大阪・オンライン）2021.9.15-2021.9.17 

(4) 渡邉正悟、西川俊夫、中崎敦夫：強心ステロイド類の自在合成法の開発と(+)-Cannogenol の全

合成。第 63回天然有機化合物討論会（大阪・オンライン）2021.9.15-2021.9.17 

(5) 上野山怜子、宮崎珠子、安立正篤、西川俊夫、宮崎雅雄：マタタビ反応中のネコが葉を舐め噛

む行動は葉から防蚊活性物質の放出を促進する。2021 年度日本味と匂学会第 55回大会（福岡）

2021.9.22-2021.9.24 



 

(6) 吉野実花、Akicia Surjana、小嶋美紀子、西川俊夫、榊原均：植物病原菌が作り出す新奇サイト

カイニンの構造と機能の解明。第 31 回イソプレノイド研究会例会（名古屋・オンライン）

2021.9.22 

(7) 西海眞史、安立昌篤、西川俊夫： テトロドトキシンの推定生合成中間体 Tb-242C の全合成。第

50回複素環化学討論会（静岡・オンライン）2021.10.07-2021.10.09. 

(8) 宮坂忠親、安立昌篤、西川俊夫：4,9-アンヒドロ-10-ヘミケタール-5-デオキシテトロドトキシン

の合成研究。第 52 回  中部化学関係学協会支部連合秋季大会（静岡・オンライン）

2021.10.30-2021.10.31. 

(9) 波田航平、新木悠介、花木祐輔、野倉吉彦、西川俊夫：アプリシアトキシン・オシラトキシン

類縁体の網羅的合成法の開発。第 119 回有機合成シンポジウム（東京・オンライン）

2021.11.9-2021.11.10. 

(10) 宮坂忠親、安立昌篤、西川俊夫：テトロドトキシン推定生合成中間体 4,9-アンヒドロ-10-ヘミケ

タール-5-デオキシテトロドトキシンの 8-デオキシアナログの合成。日本農芸化学会 2022 年度

大会（京都・オンライン）2022.3.15-2022.3.18. 

(11) 松村泰志、西川俊夫、中崎敦夫：ピクロトキシニンの合成研究。日本農芸化学会 2022 年度

大会（京都・オンライン）2022.3.15-2021.3.18. 

(12) 多湖光佑、西川俊夫、中崎敦夫：生合成を模倣したノル-3,4-セコトリテルペノイドの A 環部分

の構築。日本農芸化学会 2022 年度大会（京都・オンライン）2022.3.15-2021.3.18. 

(13) 西海眞史、安立昌篤、西川俊夫：テトロドトキシンの推定生合成中間体 Tb-210B、Tb-226、Tb-242C、
Tb-258 の全合成。日本農芸化学会 2022 年度大会（京都・オンライン）2022.3.15-2022.3.18. 

(14) 波田航平、新木悠介、野倉吉彦、花木祐輔、中崎敦夫、西川俊夫：アプリシアトキシン・オシ

ラトキシン類縁体の網羅的合成法の開発。日本農芸化学会 2022 年度大会（京都・オンライン）

2022.3.15-2022.3.18. 

(15) 浅野耕太、二木美咲、西川俊夫：９員環エンジイン構造の新規合成法の開発。日本農芸化学会

2022 年度大会（京都・オンライン）2022.3.15-2022.3.18. 

(16) 上野山怜子、宮崎珠子、Hurst Jane. L.、安立昌篤、西川俊夫、宮崎雅雄：ネコがマタタビやキャ

ットニップの葉を舐め噛む行動は蚊への化学防御効果の促進に寄与する。日本農芸化学会 2022

年度大会（京都・オンライン）2022.3.15-2022.3.18. 

(17) 難波良太、岸本真治、西川俊夫、及川英秋、河岸洋和、渡辺賢二：空気酸化による ergosterol
の構造多様化機構の解析。日本農芸化学会 2022 年度大会（京都・オンライン）2022.3.15-2022.3.18. 

(18) 宮田和輝、Alicia Surjana、小嶋美紀子、幸木謙典、西川俊夫、榊原均：FAS 遺伝子群が作り出

す新奇サイトカイニンに関する研究。第 63 回日本植物生理学会年会（茨城・オンライン）

2022.3.22-2022.3.24. 

(19) 吉野実花、Alicia Surjana、 小嶋美紀子、 幸木謙典、 西川俊夫、 榊原均：植物病原 Rhodococcus 
fascians が作り出す新奇サイトカイニンの構造と機能の解明。第 63回日本植物生理学会年会（茨

城・オンライン）2022.3.22-2022.3.24. 

(20) 米澤遼、林健太朗、吉武和敏、JDM Senevirathna、スミス梨花、満山進、木下滋晴、尾山輝、上

田紘之、周防玲、杉田治男、安立昌篤、西川俊夫、モリテツシ、糸井史朗、浅川修一：オオツ

ノヒラムシにおけるテトロドトキシンの生産と細菌の寄与。令和 4 年日本水産学会春季大会（オ

ンライン）2022.3.26-2022.3.30. 



 

(21) 伊藤正晟、古川理紗子、安川詩乃、佐藤雅哉、尾山 輝、岡部泰基、周防 玲、杉田治男、高谷

智裕、荒川 修、安立昌篤、西川俊夫、糸井史朗：ツムギハゼおよびオキナワフグの毒化機構の

種差に関する研究。令和 4 年日本水産学会春季大会（オンライン）2022.3.26-2022.3.30. 

 

受賞 

(1) 新木悠介：第 63回天然有機化合物討論会 ポスター発表奨励賞 2021.9.15 

(2) 宮坂忠親：第 52回中部化学関係学協会支部連合秋季大会 優秀賞 2021.10.31 


